
大
乗
仏
教
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
出
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
の
ギ
リ
シ
ャ
的
な
美
し
さ
に
ひ
か
れ
、
。
〈
キ
ス

タ
ン
の
山
寺
を
巡
礼
し
な
が
ら
常
に
こ
の
こ
と
を
考
え
て
来
た
。
即
ち
大
乗
仏
教
の
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
時
代
に
は
小
乗
仏
教
の
寺
ば

か
り
で
大
乗
の
寺
は
な
い
。
経
典
ば
か
り
存
在
し
て
寺
の
な
い
不
可
思
議
に
戸
迷
い
な
が
ら
こ
の
幻
の
寺
を
求
め
歩
い
て
来
た
。

今
回
は
こ
の
問
題
を
ス
ト
ゥ
ー
・
〈
と
そ
の
碑
銘
の
関
連
か
ら
考
え
て
見
た
い
。

釈
尊
の
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
人
左
は
こ
の
偉
大
な
師
を
思
慕
し
て
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
建
て
て
祀
っ
た
。
然
し
こ
れ
を
行
っ
た
の
は
地
方
豪

（
。
且
）

族
等
在
家
の
人
之
で
僧
は
こ
れ
に
た
ず
さ
わ
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
「
舎
利
八
分
」
の
故
事
か
ら
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
出
家
は
舎
利
供
養

（
⑤
“
）

よ
り
一
一
ル
・
ハ
ー
ナ
を
求
め
る
立
場
を
優
位
と
し
て
固
執
し
た
が
為
で
あ
る
。
即
ち

仰
「
阿
難
よ
汝
等
は
舎
利
供
養
に
奉
仕
し
て
は
な
ら
な
い
。
股
高
善
の
為
に
供
養
せ
よ
。
信
心
厚
き
刹
帝
利
の
賢
者
婆
羅
門
の
賢
者
居
士
の
賢
者
あ
り
て
舎

利
を
供
養
す
る
で
あ
ろ
う
」
（
大
般
浬
繋
経
）

切
「
般
浬
梁
に
入
っ
た
仏
陀
は
火
の
消
え
た
の
に
等
し
く
、
こ
の
仏
陀
が
供
養
を
う
け
る
こ
と
は
な
い
」
（
ミ
リ
ソ
ダ
王
の
問
い
）

と
舎
利
供
養
を
在
俗
の
人
為
の
行
と
し
た
。

小
乗
の
中
の
大
乗
（
高
橘
）
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然
し
宗
教
的
心
情
の
常
と
し
て
、
釈
尊
の
遺
徳
思
慕
顕
彰
の
為
の
墳
墓
と
し
て
の
塔
は
や
が
て
在
家
の
人
々
に
来
世
の
「
生
し
天
」
の

楽
を
与
え
、
現
世
に
幸
福
を
も
た
ら
す
信
仰
の
対
象
と
変
っ
て
行
っ
た
。
墳
墓
か
ら
「
人
格
的
な
も
の
」
に
変
化
し
た
ス
ト
ウ
ー
パ
ヘ
の

信
仰
は
飛
躍
的
に
ひ
ろ
が
り
、
ア
シ
ョ
ヵ
ピ
ラ
ー
の
建
立
や
そ
の
八
万
四
千
の
仏
塔
建
立
の
伝
説
と
な
っ
て
行
く
。

か
く
て
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
新
設
、
旧
塔
の
増
巾
が
爆
発
的
に
の
び
て
行
く
。
大
唐
西
域
記
の
カ
ニ
シ
カ
大
塔
の
建
立
の
話
は
こ
れ
を
暗
示

し
て
い
る
。
即
ち
牧
童
の
建
て
た
三
尺
の
塔
を
覆
い
か
く
す
べ
く
カ
ニ
シ
カ
王
が
塔
を
建
て
る
と
、
そ
の
塔
の
隅
に
小
塔
が
首
を
出
す
。

更
に
覆
わ
ん
と
す
る
と
更
に
更
に
首
を
出
し
て
遂
に
四
百
八
十
八
尺
に
達
し
て
よ
う
や
く
小
塔
を
包
む
こ
と
が
出
来
た
。
そ
こ
で
工
事
完

成
の
供
養
を
修
し
た
所
、
又
小
塔
が
基
檀
の
東
南
隅
に
半
分
頭
を
出
し
た
と
い
う
話
。
こ
の
話
は
タ
キ
シ
ラ
の
ク
ナ
ー
ラ
の
塔
の
中
の
小

塔
を
思
わ
せ
る
。
ア
シ
ョ
ヵ
王
の
王
子
で
あ
り
な
が
ら
薄
幸
な
ク
ナ
ー
ラ
の
供
養
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
塔
。
も
と
も
と
サ
カ
・
・
ハ

ル
タ
ィ
時
代
（
前
一
世
紀
）
の
シ
ル
ヵ
ッ
プ
東
南
壁
の
内
側
に
建
て
ら
れ
た
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
小
塔
を
覆
い
か
く
し
て
い
た
大
塔

が
歳
月
に
洗
わ
れ
、
そ
の
く
ず
れ
目
か
ら
小
塔
が
首
を
出
し
て
い
る
か
ら
だ
。
か
く
カ
ニ
シ
カ
大
塔
が
考
古
学
的
発
堀
に
よ
っ
て
、
玄
美

の
記
録
通
り
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
話
は
作
り
話
で
は
な
く
、
仏
塔
信
仰
の
隆
盛
化
に
と
も
な
っ
て
古
塔
を
増
巾
し
て
行
く
様
を
伝

え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｔ
）
（
２
）

こ
の
例
は
沢
山
あ
る
、
即
ち
サ
ル
ナ
ー
ト
の
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
ヵ
ス
ト
ゥ
ー
パ
、
・
ハ
イ
シ
ャ
リ
ー
の
塔
、
ス
ワ
ッ
ト
の
ブ
ト
カ
ラ
の
塔
が

？
）

同
心
円
的
に
何
重
に
、
も
増
巾
を
重
ね
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
発
堀
に
よ
っ
て
サ
ン
チ
ー
の
大
塔
の
中
に
、
も
小
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
あ
る
こ
と
が
発
見

（
４
強
）

さ
れ
た
。
又
京
都
大
学
の
発
堀
調
査
に
よ
っ
て
タ
レ
リ
ー
の
遺
跡
で
は
三
つ
の
（
或
は
も
う
一
つ
の
？
）
塔
が
そ
の
ま
ま
う
め
ら
れ
て
大

き
な
塔
が
作
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
他
メ
ハ
サ
ン
婿
）
ナ
ー
ラ
ン
ダ
等
々
増
巾
の
塔
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

（
Ｒ
》
）

こ
の
よ
う
な
塔
の
増
巾
運
動
は
後
述
引
用
の
現
存
の
デ
ー
タ
ー
か
ら
ア
シ
ョ
カ
王
時
代
既
に
は
じ
ま
り
、
前
一
世
紀
の
後
半
か
ら
後
一

小
乗
の
中
の
大
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世
紀
、
最
盛
期
は
ク
シ
ャ
ン
盛
期
の
二
・
三
世
紀
へ
と
、
仏
教
の
隆
盛
化
に
と
も
な
っ
て
行
わ
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

に
入
れ
な
か
っ
た
。
即
ち

〔
註
〕（

１
）
サ
ル
ナ
ー
ト
の
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
カ
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
ア
シ
ョ
カ
王
柱
と
同
じ
地
盤
の
小
塔
を
核
に
し
て
、
ク
シ
ャ
ン
時
代
に
増
巾
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
レ
ン
ガ
の
大
き
さ
（
郷
×
郷
×
“
師
）
か
ら
ク
シ
ャ
ン
の
も
の
と
比
定
さ
れ
、
二
回
目
が
五
世
紀
、
三
回
目
が
七
世
紀
、
四
・
五
回
目
が

九
’
十
一
世
紀
六
回
目
が
十
二
世
紀
と
比
定

（
２
）
プ
ト
カ
ラ
の
塔
は
四
期
に
わ
た
っ
て
増
巾
さ
れ
、
核
と
な
る
塔
は
経
五
・
五
辺
一
回
目
が
前
二
世
紀
末
か
ら
前
一
世
紀
は
じ
め
ま
で
、
二
回
目

は
前
一
世
紀
か
ら
後
一
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
経
十
五
・
二
加
、
三
回
目
は
四
世
紀
前
半
に
経
十
七
．
五
加
、
四
回
目
…
…
五
回
目
…
…

（
３
）
サ
ン
チ
ー
の
大
塔
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
っ
て
、
ジ
ュ
ン
ガ
朝
の
ス
ト
ゥ
ー
・
〈
の
中
に
レ
ン
ガ
の
大
き
さ
（
虹
×
蕊
×
祁
魁
の
マ
ウ
リ
ャ
王
朝
の

レ
ン
ガ
と
一
致
す
る
小
塔
が
発
見
さ
れ
た
。

（
４
）
タ
レ
リ
ー
は
盛
期
ク
シ
ャ
ン
か
ら
中
期
ク
シ
ャ
ソ
に
か
け
て
活
曜
。
特
に
Ｃ
地
区
塔
院
趾
は
ヴ
ィ
ー
マ
カ
ド
フ
ィ
ー
セ
ス
の
銅
貨
（
Ａ
Ｄ
一
世

紀
）
カ
ニ
シ
カ
銅
貨
（
Ａ
Ｄ
二
世
紀
の
は
じ
め
）
フ
ヴ
ィ
シ
ュ
カ
（
Ａ
Ｄ
二
世
紀
）
の
模
倣
銅
貨
を
出
土
し
て
い
る
か
ら
Ａ
Ｄ
二
世
紀
か
ら
三
世
紀

に
建
設
並
び
に
増
巾
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）
メ
ハ
サ
ソ
ダ
は
発
堀
に
よ
っ
て
、
主
塔
を
増
巾
す
る
時
、
階
段
両
側
の
塔
を
包
ん
で
主
塔
を
増
大
し
て
い
る
。

（
６
）
仏
教
大
学
と
し
て
有
名
だ
が
且
つ
叉
イ
ン
ド
で
最
後
ま
で
残
っ
た
仏
教
の
寺
で
あ
る
こ
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
は
六
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
七

期
に
か
け
て
増
巾
を
く
り
返
し
、
四
隅
に
小
塔
を
も
つ
五
塔
式
の
大
仏
塔
を
完
成
し
て
い
る
。

仏
塔
崇
拝
は
在
家
の
人
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
に
の
べ
た
。
然
し
僧
院
側
は
か
た
く
な
に
こ
れ
を
こ
ば
ん
で
僧
院
の
中

「
僧
伽
を
起
す
と
き
は
仏
地
と
僧
地
を
区
別
せ
よ
（
摩
伽
僧
抵
律
）
」

「
塔
は
南
に
あ
る
を
得
ず
、
西
に
あ
る
を
得
ず
、
ま
さ
に
東
に
あ
る
べ
し
、
僧
地
は
仏
地
を
侵
す
を
得
ず
、
仏
地
は
僧
地
を
侵
す
を
得
ず
（
大
衆
部
）
」

小
乗
の
中
の
大
乗
（
高
橋
）
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と
い
う
態
度
も
時
代
が
た
つ
に
つ
れ
て
、

「
若
し
僧
和
合
し
て
四
方
僧
地
の
中
に
塔
を
作
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
ぱ
作
る
こ
と
を
得
る
。
（
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
娑
）
」
と
、

こ
れ
を
消
極
的
で
は
あ
る
が
、
と
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

こ
れ
を
現
存
の
物
証
で
裏
付
け
る
と
、
前
二
世
紀
に
ア
ジ
ャ
ン
タ
の
石
窟
に
仏
塔
が
入
り
こ
み
、
サ
ン
チ
ー
仏
塔
の
奉
献
者
の
中
に
比

丘
比
丘
尼
が
在
家
の
人
と
相
半
ば
す
る
、
否
そ
れ
以
上
の
人
数
の
奉
献
碑
銘
が
残
っ
て
い
る
（
前
二
世
紀
）
か
ら
、
こ
の
頃
既
に
出
家
も

塔
崇
拝
に
無
関
心
で
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
趨
勢
に
な
る
と
多
く
の
僧
院
の
中
に
塔
が
中
央
の
中
庭
に
安
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
ヵ
大
僧
院

内
庭
（
前
一
世
紀
）
、
ピ
ッ
パ
ラ
の
僧
院
（
後
一
世
紀
）
等
々
で
あ
る
。
概
し
て
言
え
ば
窟
院
で
は
前
二
世
紀
、
野
外
の
僧
院
で
は
前
一

世
紀
こ
ろ
か
ら
仏
塔
が
僧
地
に
入
っ
て
来
た
と
言
っ
て
よ
い
。

か
く
塔
崇
拝
が
盛
ん
と
な
る
の
は
当
然
塔
の
概
念
、
理
念
の
変
化
を
予
想
す
る
。
例
え
ば
サ
ン
チ
ー
の
七
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
チ
ャ
イ

ト
ャ
堂
の
最
下
層
に
ア
シ
ョ
ヵ
王
時
代
の
チ
ャ
イ
ト
ャ
堂
が
あ
る
こ
と
が
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
り
、
又
第
二
タ
キ
シ
ラ
の

シ
ル
カ
ッ
プ
の
町
中
に
チ
ャ
イ
ト
ャ
堂
（
前
一
世
紀
）
が
作
ら
れ
て
市
民
か
ら
崇
敬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
っ
た
。
チ
ャ
イ
ト
ャ
堂
と
は

塔
を
お
堂
の
中
に
安
置
し
て
祀
る
も
の
で
あ
る
。
塔
が
墳
墓
だ
け
の
も
の
な
ら
屋
内
に
入
れ
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
お
堂
の
中
に
入
れ
て

祀
る
か
ら
に
は
墳
墓
以
上
の
何
か
し
ら
の
「
人
格
性
・
超
人
性
」
を
前
提
す
る
、
即
ち
仏
身
観
が
深
化
し
て
来
た
こ
と
が
分
る
。

更
に
サ
ン
チ
ー
の
東
門
左
右
石
柱
上
に
「
塔
門
或
い
は
棚
楯
を
盗
み
、
又
人
を
し
て
盗
ま
し
む
る
も
の
、
或
い
は
そ
れ
を
他
の
師
の
寺

院
に
移
さ
し
む
る
も
の
は
、
殺
父
母
・
殺
阿
羅
漢
・
破
僧
伽
．
（
仏
身
の
）
出
血
の
（
罪
に
堕
つ
く
し
）
。
か
か
る
罪
人
は
す
べ
て
（
汚

濁
の
中
に
生
く
く
し
）
」
（
静
谷
目
録
一
二
七
七
）
と
彫
ら
れ
て
居
り
、
又
こ
れ
と
同
文
の
も
の
が
あ
と
二
つ
発
見
さ
れ
て
い
る
。

小
乗
の
中
の
大
乗
（
高
橘
）
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こ
の
意
味
を
裏
返
せ
ば
「
塔
に
供
養
し
た
も
の
は
父
母
へ
の
孝
養
、
阿
羅
漢
へ
の
供
養
と
な
り
…
…
こ
の
け
が
れ
た
世
か
ら
脱
し
て
天

上
の
楽
を
う
け
る
」
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
今
ま
で
は
自
分
の
「
生
し
天
」
の
楽
を
う
け
る
道
だ
っ
た
の
が
、

功
徳
が
更
に
第
三
者
た
る
父
母
に
及
ぶ
と
い
う
思
想
が
出
、
又
、
釈
尊
の
塔
に
供
養
す
る
こ
と
は
そ
れ
が
同
時
に
阿
羅
漢
の
供
養
に
も
な

る
。
こ
れ
が
拡
大
さ
れ
る
と
阿
羅
漢
に
止
ら
ず
釈
尊
即
他
の
仏
と
い
う
多
仏
思
想
に
な
っ
て
行
く
は
必
然
で
あ
る
。
従
っ
て
前
一
世
紀
の

中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
は
第
三
者
た
る
父
母
兄
弟
か
ら
血
族
自
分
の
国
の
人
々
に
及
び
更
に
一
切
衆
生
と
い
う
考
え
に
及
ん
で
来
る
。

叉
、
前
述
の
如
く
釈
尊
に
供
養
す
る
こ
と
は
同
時
に
一
切
諸
仏
に
及
ぶ
と
い
う
思
想
に
必
然
的
に
発
展
し
て
来
る
。
こ
れ
ら
の
経
過
を
現

在
の
銘
文
で
た
ど
る
な
ら
、
一
層
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
理
解
は
容
易
と
な
ろ
う
。

２
、
タ
キ
シ
ラ
出
土
冨
昼
胃
銅
板
銘
文
（
マ
ー
シ
ャ
ル
は
大
著
タ
キ
シ
ラ
の
中
で
前
七
七
年
と
比
定
）

「
釈
迦
牟
尼
世
尊
の
舎
利
を
奉
安
し
、
併
せ
て
一
宇
の
僧
伽
蕗
を
（
造
営
す
る
）
（
こ
れ
は
）
一
切
諸
仏
へ
の
供
養
、
彼
の
父
母
へ
の
供
養
の
た
め
で

あ
り
、
総
督
並
び
に
彼
の
子
と
妻
の
寿
命
と
力
の
増
大
を
（
願
っ
て
な
さ
れ
）
、
彼
の
す
べ
て
の
兄
弟
血
縁
、
一
族
へ
の
供
養
と
し
て
（
さ
さ
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
）
（
静
谷
目
録
一
七
八
六
）

３
、
カ
ラ
ワ
ン
出
土
銘
文
（
後
七
七
年
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
）

「
ア
ゼ
ス
の
一
三
四
年
…
…
舎
利
を
奉
安
す
る
…
…
国
都
へ
の
供
養
、
一
切
衆
生
へ
の
供
養
の
た
め
（
寄
附
さ
れ
た
）
（
こ
の
福
業
が
）
浬
藥
の
証
得

を
（
も
た
ら
さ
ん
こ
と
を
）
（
静
谷
目
録
一
七
四
五
）
‐
：

４
、
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
カ
大
塔
西
側
の
祠
堂
Ｇ
５
出
土
銘
文
（
後
七
九
年
に
比
定
さ
る
）

「
世
尊
の
舎
利
が
奉
安
さ
れ
た
。
（
こ
の
舎
利
奉
安
は
）
大
王
・
諸
王
の
王
・
天
子
・
ク
シ
ャ
ー
ナ
に
対
す
る
無
病
の
賦
与
の
た
め
に
、
一
切
諸
仏
へ

の
供
養
、
も
ろ
も
ろ
の
鮮
支
仏
へ
の
供
養
、
も
ろ
も
ろ
の
阿
羅
漢
へ
の
供
養
の
た
め
に
、
一
切
衆
生
へ
の
供
養
、
友
人
相
談
役
・
親
族
・
有
縁
の
人
を

と
し
て
（
又
ウ
ラ
サ
カ
）
自
身
に
対
す
る
無
病
の
賦
与
を
願
っ
て
（
な
さ
れ
た
）
、
こ
の
汝
の
正
し
き
布
施
は
（
汝
を
）
浬
繋
に
導
く
で
あ
ろ
う
（
静

１
、
マ
ト
ウ
ラ
出
土
獅
子
柱
頭
銘
文
「
世
尊
の
舎
利
を
奉
安
し
、
一
基
の
塔
と
一
宇
の
僧
伽
欺
を
説
一
切
有
部
の
所
領
と
し
て
（
寄
進
）
、
一
切
諸
仏
へ

の
供
養
と
法
へ
の
供
養
僧
伽
へ
の
供
養
と
し
て
サ
カ
の
国
へ
の
供
養
と
し
て
」
静
谷
目
録
一
七
六
二
）
（
サ
カ
国
は
前
一
世
紀
か
ら
後
一
世
紀
だ
か
ら

こ
の
頃
の
も
の
と
し
て
推
定
。
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自
分
の
善
行
が
肉
親
か
ら
一
切
衆
生
に
及
ぼ
さ
れ
、
又
い
の
よ
う
に
そ
の
福
行
は
回
向
さ
れ
て
（
か
え
っ
て
）
自
ら
の
浬
桑
に
導
く
、

原
因
と
結
果
と
の
間
に
必
然
性
を
考
え
る
思
想
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
更
に
徹
底
し
て
て
行
く
と
「
授
記
思
想
」
に
も
通
ず
る
思

想
で
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

更
に
後
一
七
九
年
と
い
え
ば
二
世
紀
も
終
り
に
近
ず
い
た
頃
に
は
、
い
の
よ
う
に
「
地
獄
よ
り
最
高
の
存
在
ま
で
、
否
そ
れ
に
止
ら
ず

邪
信
の
人
に
対
し
て
も
最
高
の
福
が
」
と
祈
る
、
後
に
出
て
来
る
「
悪
人
成
仏
」
と
い
う
大
乗
の
思
想
に
通
ず
る
「
よ
り
高
い
立
場
」
に

到
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
ら
の
善
行
の
結
果
を
自
ら
に
期
待
す
る
立
場
か
ら
、
他
人
の
幸
福
を
祈
る
利
他
の
立
場
へ
の
移
行
と
考
え
ら

到
達
し
て
い
る
。
三

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

更
に
側
の
銘
文
の
出
た
三
世
紀
に
も
な
る
と
「
過
去
現
在
未
来
」
の
思
想
が
現
れ
て
来
る
。
．
切
衆
生
」
も
．
切
諸
仏
」
も
こ
こ

で
は
「
三
世
十
方
一
切
の
」
と
い
う
考
え
方
に
深
化
し
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
前
一
世
紀
の
後
半
に
出

た
「
一
切
衆
生
」
．
切
諸
仏
」
の
思
想
は
後
一
世
紀
そ
し
て
二
世
紀
へ
と
ほ
ん
の
百
年
余
り
の
間
に
飛
躍
的
な
進
展
が
行
わ
れ
て
行
っ

谷
目
録
一
七
八
八
）

５
、
カ
ブ
ー
ル
西
方
三
十
マ
イ
ル
言
画
ａ
農
出
土
舎
利
壷
銘
文
（
後
一
七
九
年
に
比
定
）

「
ぐ
画
隠
目
胃
の
恩
寺
の
内
に
釈
迦
牟
尼
世
尊
の
舎
利
を
奉
安
す
る
、
（
願
わ
く
は
）
こ
の
善
根
に
よ
っ
て
大
王
・
諸
王
の
王
フ
ヴ
ィ
シ
ュ
カ
に
最
上

の
幸
福
が
与
え
ら
れ
、
我
が
父
母
へ
の
孝
養
と
も
な
り
、
わ
が
弟
へ
の
供
養
と
も
な
り
、
自
身
に
も
妓
上
の
幸
福
が
も
た
ら
さ
れ
、
一
切
衆
生
に
対
し

て
は
無
病
が
賦
与
さ
れ
ん
こ
と
を
、
更
に
地
獄
よ
り
最
高
の
存
在
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
も
の
…
…
更
に
邪
信
の
人
に
対
し
て
も
般
上
の
福
が
も
た

ら
さ
れ
ん
こ
と
を
、
こ
の
寺
は
大
衆
部
の
諸
師
の
所
領
で
あ
る
（
静
谷
目
録
一
八
○
一
）
（
点
線
筆
者
）

６
、
ナ
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
コ
ン
ダ
大
塔
石
柱
銘
文
（
後
三
世
紀
）

「
…
…
過
去
現
在
未
来
の
人
含
へ
の
廻
向
と
し
て
…
…
彼
等
が
両
方
の
世
界
（
現
在
・
未
来
）
に
お
い
て
利
益
と
安
楽
を
得
ん
が
為
に
、
又
彼
女
自
身

が
浬
築
の
至
福
を
護
得
で
き
る
よ
う
に
、
叉
一
切
世
界
が
利
益
と
安
楽
を
得
ん
こ
と
を
願
っ
て
…
…
」
（
静
谷
目
録
六
六
七
）

一
切
衆
生
に
対
し

又
彼
女
自
身

小
乗
の
中
の
大
乗
（
高
橋
）

(188)



た
こ
と
が
こ
れ
ら
の
銘
文
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。

然
し
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
こ
と
は
こ
れ
ら
の
碑
文
は
大
乗
仏
教
の
寺
の
そ
れ
で
は
な
く
、
小
乗
仏
教
の
寺
に
塔
や
僧
院
を
寄
附
し
た

時
の
銘
文
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
大
乗
の
思
想
は
小
乗
の
寺
を
媒
介
と
し
て
出
て
来
た
所
に
、
思
想
と
機
構
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
い

う
興
味
深
い
問
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。

更
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
「
一
切
衆
生
の
利
益
と
安
寧
の
た
め
に
」
と
い
う
銘
文
は
有
部
で
も
大
衆
部
或
は
経
量
部
で
も
奉
献
銘
中
に

随
所
に
見
え
て
い
る
が
、
一
方
の
「
一
切
諸
仏
へ
の
供
養
の
た
め
」
と
い
う
の
は
「
有
部
の
所
領
と
し
て
」
と
あ
る
奉
献
銘
に
は
、
ど
う

し
た
わ
け
か
見
ら
れ
な
い
。
他
の
部
派
へ
奉
献
さ
れ
た
も
の
に
は
こ
の
文
字
が
あ
る
と
い
う
の
に
。
但
し
唯
一
の
例
外
は
碑
銘
仙
で
と
り

あ
げ
た
マ
ト
ゥ
ー
ラ
獅
子
柱
頭
銘
文
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
有
部
教
団
は
こ
の
「
一
切
諸
仏
」
と
い
う
考
え
方
を
否
定
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
と
は
釈
尊
一
仏
で
他

の
仏
は
彼
等
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
「
一
切
諸
仏
」
と
あ
る
銘
文
は
大
衆
部
経
量

部
、
そ
し
て
所
属
教
団
を
は
っ
き
り
書
か
な
い
も
の
に
多
い
。
或
は
平
川
博
士
の
い
う
よ
う
に
所
属
教
団
の
な
い
、
即
ち
ど
の
部
派
に
も

属
さ
な
い
、
比
較
的
自
由
な
考
え
を
も
っ
た
寺
が
あ
っ
た
の
か
、
或
は
こ
う
考
え
て
ゑ
る
と
こ
ん
な
所
に
大
乗
仏
教
成
立
の
鍵
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。
と
に
か
く
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
例
証
す
る
と
、

④
「
有
部
の
所
領
と
し
て
」
奉
納
し
た
も
の
で
あ
り
銘
文
中
．
切
諸
仏
」
の
文
字
の
な
い
も
の

１
、
カ
ラ
ワ
ン
（
厨
伝
言
画
口
）
出
土
銅
板
銘
文
（
静
谷
目
録
一
七
四
五
）

２
、
ク
ラ
ム
（
百
国
目
）
出
土
小
銅
塔
銘
文
（
静
谷
目
録
一
七
四
八
）

３
、
シ
ャ
ジ
キ
デ
リ
ー
命
冨
甲
苧
固
０
口
胃
邑
出
土
カ
ニ
シ
カ
舎
利
器
（
静
谷
目
録
一
七
七
五
）

、
「
一
切
諸
仏
」
の
文
字
の
あ
る
も
の
で
「
所
領
」
の
あ
る
も
の

小
乗
の
中
の
大
乗
（
高
橋
）

(I89)



以
上
の
よ
う
に
「
有
部
」
は
．
切
諸
仏
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
た
が
ら
な
か
っ
た
が
、
世
の
中
は
と
う
と
う
と
し
て
「
一
切
諸
仏
」

「
一
切
衆
生
」
と
い
う
思
想
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
こ
れ
ら
が
一
種
の
奉
献
銘
の
「
定
形
」
と
な
っ
て
い
っ
た
底
に
は
大
乗
の
思

想
が
出
現
し
て
い
て
も
不
自
然
で
は
な
い
状
勢
と
な
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
否
む
し
ろ
大
乗
の
思
想
が
出
て
い
た
か
ら
こ
そ
こ
の
よ
う
な

銘
文
が
出
来
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
勿
論
教
団
と
し
て
は
っ
き
り
と
確
立
し
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
。
小
乗
の
寺
の
中
に
ま
で
銘
文
と

し
て
入
り
こ
む
よ
う
な
影
響
力
を
も
つ
状
勢
と
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
然
し
組
織
は
依
然
と
し
て
小
乗
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述

の
通
り
で
あ
る
。

然
ら
ば
こ
の
「
一
切
諸
仏
」
と
い
う
考
え
は
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
出
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
現
存
の
碑
銘
か
ら
見

る
と
、
ア
シ
ョ
カ
王
の
法
勅
に
釈
尊
以
外
の
塔
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
一
一
ガ
ー
リ
ー
・
サ
ガ
ー
ル
か
ら
出
土
し
た
ア
シ

ョ
カ
ピ
ラ
ー
に
過
去
七
仏
中
の
第
五
仏
「
拘
那
含
牟
尼
仏
」
（
釈
尊
の
前
が
迦
葉
仏
、
そ
の
前
が
こ
の
仏
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
か
ら

１
、
マ
ト
ウ
ー
ラ
博
物
館
蔵
菩
薩
坐
像
台
座
銘
文
「
大
衆
部
の
所
領
と
し
て
」
（
静
谷
目
録
六
五
三
）

２
、
マ
ト
ウ
ー
ラ
出
土
台
座
銘
文
「
大
衆
部
の
所
領
と
し
て
」
（
六
二
三
）

３
、
マ
ト
ウ
ー
ラ
出
土
石
板
銘
文
「
正
盆
部
の
所
領
と
し
て
」
（
六
二
こ

④
「
一
切
諸
仏
」
の
文
字
が
あ
っ
て
「
所
領
」
名
の
な
い
も
の

１
、
タ
キ
シ
ラ
出
土
・
ハ
テ
ィ
カ
銘
文
（
前
出
）
（
静
谷
目
録
一
七
八
六
）

２
、
タ
キ
シ
ラ
出
土
銀
薄
板
巻
物
銘
文
（
静
谷
目
録
一
七
八
八
）

３
、
マ
ト
ウ
ー
ラ
函
巨
ぐ
陽
冨
寺
銘
文
（
静
谷
目
録
五
七
六
）

４
、
マ
ト
ウ
ー
ラ
出
土
柱
基
銘
文
（
静
谷
目
録
五
七
七
）

小
乗
の
中
の
大
乗
（
高
橋
）
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と
、
こ
れ
か
ら
見
る
と
ア
シ
ョ
ヵ
王
時
代
に
は
最
早
釈
尊
以
外
の
仏
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
然
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
ア

シ
ョ
ヵ
王
直
後
、
ジ
ュ
ン
ガ
朝
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
サ
ン
チ
ー
第
塔
東
門
の
ト
ラ
ー
ナ
の
一
番
上
に
、
ス
ト
ゥ
ー
。
〈
と
菩
提
樹
が
交
互

に
七
つ
彫
ら
れ
て
い
て
過
去
七
仏
の
信
仰
の
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

更
に
時
代
が
下
る
か
ら
釈
迦
一
仏
が
多
仏
化
し
て
行
く
前
三
世
紀
か
ら
後
一
世
紀
の
間
の
推
定
の
参
考
に
は
な
ら
な
い
が
、
如
何
に
過

去
七
仏
が
信
仰
さ
れ
そ
の
ス
ト
ゥ
ー
・
〈
や
霊
跡
が
多
数
に
あ
り
、
且
つ
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
以
前
を
類
推
す
る
為
数
ケ
の
銘
文
文
献
を

参
考
に
と
り
あ
げ
て
見
よ
う
。
（
玄
葵
の
記
録
は
ア
シ
ョ
ヵ
王
柱
ア
シ
ョ
カ
塔
に
関
し
て
は
大
体
正
確
だ
と
の
学
会
の
常
識
か
ら
重
要
視
し
た
し

で
あ
る
。
即
ち

４
、
玄
英
の
大
唐
西
域
記
に

ィ
、
布
色
渇
遜
伐
底
城
…
…
城
東
に
ス
ト
ー
・
〈
過
去
四
仏
説
法
の
所
、

ロ
、
媒
迦
国
の
著
潟
羅
故
城
中
に
一
伽
藍
、
そ
の
側
に
二
百
尺
の
ス
ト
ー
パ
過
去
四
仏
…
：
、

ハ
、
至
那
僕
底
国
、
答
秣
蘇
伐
那
僧
伽
砿
、
…
。
：
賢
劫
の
千
仏
こ
の
地
に
お
い
て
天
人
衆
を
集
め
て
深
妙
の
法
を
説
く

二
、
設
多
図
慮
国
、
城
東
三
、
四
里
ス
ト
ー
パ
ニ
百
尺
過
去
四
仏
坐
及
経
行
の
遺
跡

ホ
、
曲
女
城
城
西
に
塔
、
其
側
過
去
四
仏
坐
及
経
行
遺
跡

３
、
法
顕
は
仏
園

っ
た
と
あ
る
。

法
顕
は
仏
国

2 1

る 、 、
。－”

タ

天
愛
喜
見
王
は
潅
頂
十
四
年
に
拘
那
含
牟
尼
仏
の
塔
を
二
倍
に
（
或
は
再
度
）
増
築
し
た
。
叉
潅
頂
…
…
年
に
自
ら
来
て
崇
敬
（
又
石
柱
を
建
立
）
せ
し

め
た
（
塚
本
博
士
ア
シ
ョ
カ
王
碑
文
）

記
に
「
拘
薩
羅
（
コ
ー
サ
ラ
）
国
に
調
達
即
ち
提
婆
達
多
の
衆
徒
が
い
て
彼
等
は
過
去
の
三
仏
を
供
養
し
て
釈
迦
牟
尼
仏
は
拝
ま
な
か

キ
シ
ラ
、
ジ
ャ
ゥ
リ
ャ
ン
主
塔
西
南
の
小
塔
か
ら
五
つ
の
銘
文
そ
の
う
ち
二
つ
の
宍
融
豐
画
厨
房
画
恩
８
（
迦
葉
如
来
）
の
名
。
（
三
・
四
世
紀
）

マ
ト
ゥ
ー
ラ
出
土
仏
像
台
座
銘
文
に
国
民
冨
閨
閤
胤
画
冨
閏
と
あ
る
こ
と
を
即
】
８
１
号
葛
邑
９
が
◇
夢
の
一
鼻
旨
四
届
望
昆
馬
こ
に
書
い
て
い

●

小
乗
の
中
の
大
乗
（
高
橋
）
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と
あ
っ
て
随
所
に
過
去
四
仏
の
塔
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
「
ト
」
は
祇
園
精
舎
で
名
高
い
コ
ー
サ
ラ
国
の
主
都
舎
衛
城
、
こ
こ

が
迦
葉
仏
の
本
拠
と
し
て
ア
シ
ョ
カ
王
塔
ま
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
こ
か
ら
遠
か
ら
ぬ
ニ
ガ
ー
リ
ー
・
サ
ガ
ー
ル
に
迦
葉

仏
の
塔
の
存
在
を
示
す
ア
シ
ョ
カ
ピ
ラ
ー
の
発
堀
と
合
せ
て
こ
の
辺
が
迦
葉
仏
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
言
え
よ
う
。

出
土
し
た
銘
文
や
法
顕
玄
癸
の
記
録
か
ら
釈
尊
以
外
の
塔
の
存
在
を
見
て
来
た
が
、
玄
葵
や
法
顕
は
何
分
時
代
が
違
う
か
ら
推
論
の
た

め
の
消
極
的
な
参
考
資
料
と
し
か
役
立
た
な
い
。
従
っ
て
厳
密
な
意
味
で
は
ア
シ
ヨ
カ
ピ
ラ
ラ
ー
と
サ
ン
チ
ー
仏
塔
彫
刻
の
現
存
資
料
に

よ
っ
て
、
釈
尊
以
外
の
塔
、
即
ち
他
仏
の
信
仰
の
存
在
は
ア
シ
ョ
カ
王
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
れ
る
。
然
も
そ
の
信
仰
は
た
か
だ
か
過
去
七
仏

以
外
に
は
ひ
ろ
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
で
は
他
に
塔
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
現
存
の
資
料
で
は
仏
の
塔
は
存
在
し
な
い
が
、
仏
弟
子
を
祀
っ
た
塔
が
現
存
し
て
い
る
。
即

ち

更
に
こ
の
よ
う
な
高
僧
に
止
ら
ず

6 5 4 3 2 1
、 、 、 、 、 、

へ
、
僑
賞

卜
、
室
羅

所
建
也

僑
賞

サ
ン
チ
ー
第
三
塔
に
昌
色
富
‐
日
。
鴇
厨
ロ
脚
（
目
腱
連
）
と
留
凰
冒
冨
（
舎
利
弗
）
の
舎
利
が
出
土
し
て
第
三
塔
が
二
人
の
高
僧
の
塔
と
分
っ
た

サ
ン
チ
ー
第
二
塔
が
ア
シ
ョ
カ
王
時
代
に
仏
教
伝
導
の
功
労
者
と
し
て
十
人
の
舎
利
を
祀
っ
た
塔
と
分
っ
た

ア
ソ
デ
ー
ル
第
二
塔
が
第
三
結
集
の
主
役
日
畠
昌
冒
冨
の
舎
利
を
祀
っ
た
塔
と
分
っ
た

サ
ト
ダ
ラ
ー
の
塔
が
日
画
冨
‐
日
。
彊
旨
口
騨
（
目
連
）
と
鯉
『
号
匡
冨
（
舎
利
弗
）
の
舎
利
塔

ピ
ル
サ
ト
ー
プ
か
ら
四
人
の
ゴ
ー
テ
ィ
プ
ッ
タ
の
舎
利

ピ
ル
サ
ト
ー
プ
か
ら
目
連
と
舎
利
弗
の
銘
の
あ
る
舎
利

小
乗
の
中
の
大
乗
（
高
橘
）

弥
国
、
精
舎
東
百
余
歩
、
有
過
去
四
仏
坐
及
経
行
遺
跡

室
羅
伐
悉
底
国
、
大
城
西
北
六
十
余
里
有
故
城
、
是
賢
劫
中
人
寿
二
万
才
時
迦
葉
波
仏
本
城
也
、
南
有
卒
堵
波
有
迦
葉
波
全
身
舎
利
、

並
無
憂
王

(I92)



マ
ト
ゥ
ー
ラ
出
土
二
・
八
九
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
仏
像
と
共
に
出
土
し
た
石
板
銘
文
（
静
谷
六
四
○
）
に
、
「
九
二
年
の
冬
の
第
一
月
五
日
ぐ
の
且
画
‐

言
富
国
に
止
住
す
る
⑦
愚
昌
且
の
鯉
冨
比
丘
の
塔
を
造
立
す
る
」
と
あ
り
、

又
タ
キ
シ
ラ
、
モ
ラ
モ
ラ
ド
ウ
僧
院
の
一
室
に
あ
る
立
派
な
ス
ト
ゥ
ー
・
〈
は
こ
の
寺
の
一
人
の
僧
（
或
は
長
老
）
の
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
一
般
の
僧
の
為
に
も
塔
を
建
て
て
供
養
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
来
た
。
サ
ン
チ
ー
は
ジ
ュ
ン
ガ
朝
、
ビ
ル
サ
ト
ー
プ
も
同

じ
頃
だ
か
ら
、
こ
れ
叉
ア
シ
ョ
カ
王
か
ら
少
し
お
く
れ
た
西
紀
前
二
世
紀
頃
か
ら
沢
山
の
僧
の
塔
が
出
来
て
行
っ
た
こ
と
が
分
る
。

か
く
の
如
く
釈
尊
の
塔
に
過
去
四
仏
七
仏
の
塔
が
加
わ
り
、
更
に
直
弟
子
高
僧
、
そ
し
て
一
般
の
僧
と
塔
が
建
て
ら
れ
て
来
る
趨
勢
と

な
っ
た
。
然
も
釈
尊
追
慕
の
為
に
作
ら
れ
た
塔
は
、
や
が
て
「
塔
イ
コ
ー
ル
釈
尊
」
然
も
「
超
能
力
」
を
そ
な
え
た
も
の
と
し
て
供
養
さ

れ
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
如
く
、
こ
れ
ら
高
僧
達
の
塔
も
人
間
の
宗
教
的
心
情
か
ら
同
一
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
行
っ
た
こ
と
は
容
易

更
に
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
釈
尊
の
前
世
物
語
ジ
ャ
ー
タ
カ
の
成
立
で
あ
る
。
釈
尊
の
成
道
の
原
因
を
過
去
世
の
善
行
の
結
果
と
見

る
こ
の
話
は
「
捨
身
」
の
自
己
犠
牲
を
随
所
に
強
調
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
羅
刹
と
修
業
者
の
話
の
よ
う
に
前

世
に
「
法
を
聞
く
」
こ
と
が
今
世
の
悟
り
の
原
因
と
な
る
と
い
う
考
え
が
出
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
必
然
的
に
燃
灯
仏
等
の

過
去
仏
を
前
提
と
す
る
。
然
も
過
去
一
回
法
を
き
い
た
だ
け
で
は
成
仏
出
来
る
わ
け
は
な
い
か
ら
、
何
回
も
何
回
も
生
れ
変
っ
て
法
を
聞

く
よ
う
に
な
る
。
従
っ
て
過
去
七
仏
で
は
足
ら
ず
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
仏
を
要
請
す
る
こ
と
と
な
る
。

又
こ
れ
ら
の
過
去
仏
は
時
間
的
に
縦
に
多
数
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
異
っ
た
世
界
に
一
人
ず
つ
い
る
と
い
う
よ
う
に
横
に
も
ひ
ろ
が
っ

て
多
仏
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
来
る
と
、
「
一
切
諸
仏
」
の
出
現
は
１
釈
尊
以
外
の
仏
の
塔
の
出
現
、
２
高
僧
達
の
塔
の
出
現
、
３
ジ
ャ
ー
タ

こ
の
よ
う
に
考
え
て
来
る
と
、

に
想
像
さ
れ
よ
う
。

小
乗
の
中
の
大
乗
（
高
橘
）

(〃3）



前
一
世
紀
に
は
一
切
諸
仏
が
出
て
い
る
か
ら
、
ア
シ
ョ
カ
王
時
代
の
過
去
四
仏
或
は
七
仏
か
ら
二
百
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
一
切
諸
仏

に
な
っ
た
。
こ
れ
も
最
初
は
余
り
深
い
意
味
は
な
か
っ
た
ろ
う
が
奉
献
銘
の
「
型
」
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
然
し
「
型
」
が

固
定
し
て
来
て
一
般
に
使
わ
れ
出
す
と
、
意
味
内
容
も
ど
ん
ど
ん
深
化
し
て
行
き
、
サ
ヘ
ト
・
マ
ヘ
ト
出
土
菩
薩
像
台
座
銘
文
の
如
く
、

．
切
諸
仏
供
養
の
た
め
…
…
こ
の
世
の
た
め
の
善
根
と
未
来
の
善
根
を
積
む
」
（
全
く
同
じ
型
で
同
じ
工
房
で
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
サ
ル
ナ

ー
ト
菩
薩
像
の
銘
文
が
カ
ニ
シ
カ
三
年
と
あ
る
が
こ
の
像
よ
り
少
し
古
い
と
考
え
ら
れ
、
二
世
紀
前
半
）

と
し
て
三
世
思
想
に
近
づ
い
て
行
く
。
更
に
こ
の
二
世
紀
に
は
燃
灯
仏
（
過
去
）
や
弥
勒
菩
薩
（
未
来
）
の
像
は
既
に
作
ら
れ
て
い
る
か

ら
、
こ
の
「
三
世
思
想
」
に
近
ず
い
て
行
く
さ
ま
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

ヵ
に
よ
る
前
世
の
聞
法
思
想
の
成
立
、
こ
れ
に
よ
る
多
仏
の
要
請
等
、
更
に
加
え
て
「
仏
身
観
」
の
深
化
と
い
う
こ
と
が
お
互
い
に
因
と

な
り
果
と
な
っ
て
、
戟
刺
し
合
い
、
「
三
世
十
方
一
切
」
と
い
う
思
想
に
深
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
但
し
こ
れ
の
徹
底
は
三
世

紀
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
）

更
に
こ
の
「
一
切
諸
仏
」
と
い
う
言
葉
の
出
現
の
時
期
は
、
現
存
銘
文
か
ら

１
、
宍
。
留
日
出
土
石
板
銘
文
こ
れ
は
諺
．
。
旨
◎
農
が
国
巨
＆
冨
騨
旨
の
①
凰
己
昼
。
。
津
◎
日
冨
巨
間
目
ご
』
で
書
体
上
前
一
世
紀
と
し
て
い
る
。
．

切
諸
仏
供
養
の
た
め
に
（
の
画
く
煙
国
巨
富
ロ
、
昌
冒
一
畠
①
）
の
ぎ
◎
如
一
厨
目
白
画
の
仏
陀
の
住
所
に
…
…
」
（
静
谷
目
録
五
二
九
別
掲
）

２
、
マ
ト
ゥ
ー
ラ
出
土
獅
子
柱
頭
銘
文
「
一
切
諸
仏
の
供
養
…
…
サ
カ
の
国
へ
の
供
養
」
（
静
谷
一
七
六
○
）
ピ
ュ
ー
ラ
ー
ャ
ト
ー
マ
ス
又
コ
ー
ノ
ー
ら

に
よ
っ
て
タ
キ
シ
ラ
の
．
ハ
テ
ィ
ヵ
銅
板
（
静
谷
一
七
八
六
）
と
同
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
承
に
パ
テ
ィ
カ
銅
板
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
っ
て
前
七
七

年
と
比
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
に
引
用
し
た
。

３
、
関
目
四
目
回
出
土
舎
利
容
器
「
・
…
：
…
世
尊
の
舎
利
に
対
し
て
（
古
い
の
と
）
取
り
か
え
て
行
っ
た
寄
進
、
一
切
諸
仏
へ
の
供
養
の
た
め
に
（
胃
ぐ
‐

四
ヶ
巨
富
（
急
）
冒
一
畠
①
）
」
（
静
谷
一
七
三
○
）
サ
カ
族
の
王
ア
ゼ
ス
の
銅
貨
を
伴
出
し
た
の
で
一
般
に
ア
ゼ
ス
時
代
（
前
一
世
紀
）
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

小
乗
の
中
の
大
乗
（
高
橋
）

(〃4）



更
に
「
一
切
諸
仏
」
の
思
想
の
深
化
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
仏
像
の
成
立
と
仏
塔
と
仏
像
の
関
係
で
あ
っ
た
と
思
う
。

も
と
も
と
塔
は
サ
ン
チ
ー
の
よ
う
に
基
壇
の
上
に
低
い
伏
鉢
体
を
の
せ
た
も
の
で
、
所
謂
土
饅
重
型
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
仏
伝

図
や
ジ
ャ
ー
タ
カ
が
そ
の
基
壇
に
彫
ら
れ
て
行
っ
た
。
勿
論
最
初
は
仏
像
な
き
仏
伝
図
、
仏
の
代
り
に
「
法
輪
」
や
「
菩
提
樹
」
を
も
つ

や
が
て
仏
像
の
出
現
、
こ
れ
は
「
け
が
れ
た
人
間
の
姿
で
貴
い
仏
を
表
現
し
な
い
」
と
い
う
立
場
か
ら
百
八
十
度
の
考
え
方
の
飛
躍
で

あ
っ
た
。
一
度
こ
の
立
場
の
転
換
が
行
わ
れ
る
と
堰
を
切
っ
た
水
の
よ
う
に
仏
像
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
仏
伝
図
の
中
に
仏
の

姿
が
、
そ
し
て
他
と
区
別
す
る
為
に
そ
の
姿
は
段
を
大
き
く
な
っ
て
遂
に
単
独
像
の
成
立
を
ゑ
る
。

こ
れ
は
力
’
一
シ
カ
王
の
コ
イ
ン
に
単
独
像
が
現
れ
る
か
ら
現
実
の
単
独
像
は
こ
れ
よ
り
少
し
前
の
西
紀
後
二
世
紀
の
早
い
時
期
と
考
え

こ
れ
は
力
｜
一

て
表
わ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
。

ら
れ
て
い
る
。

仏
像
が
出
来
る
と
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
塔
身
の
伏
鉢
体
に
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
来
る
、
然
も
一
つ
だ
け
で
な
く
無
数
の
仏
が
。
例
え
ば

タ
キ
シ
ラ
東
郊
マ
ン
キ
ャ
ラ
の
大
塔
の
如
く
ベ
ル
ト
状
に
無
数
の
仏
が
安
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
更
に
造
像
の
勢
い
は
基
壇
を
二
重
三

重
に
し
、
叉
塔
身
自
体
を
細
長
く
押
し
上
げ
て
行
く
、
仏
像
仏
伝
図
等
々
を
無
数
に
安
置
す
る
為
の
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
必
要
か
ら
だ
。
か

く
て
造
像
の
盛
ん
な
ガ
ン
ダ
ー
ラ
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
塔
は
二
三
世
紀
に
な
る
と
背
の
高
い
塔
と
な
っ
て
行
く
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
グ
ル
ー
ダ
ラ
ー
塔
、
ス
ワ
ッ
ト
の
シ
ャ
ン
カ
ル
ダ
ー
ル
大
塔
、
タ
キ
シ
ラ
の
。
ハ
ラ
ー
の
塔
が
そ
の
例
だ
。
こ
れ
に
は
無
数
の
仏
が
ベ

ル
ト
状
に
二
段
三
段
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
更
に
進
ん
で
来
る
と
そ
の
上
に
大
き
な
仏
寵
を
作
り
「
主
仏
」
を
安
置
す
る
よ
う
に
な
る
。

小
乗
の
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大
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こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
釈
尊
の
塔
、
そ
し
て
釈
尊
以
外
の
過
去
仏
の
塔
、
更
に
仏
弟
子
長
老
一
般
の
僧
等
の
塔
等
造
塔
の
気
風
の
隆
盛

化
、
加
え
て
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
等
の
成
立
に
よ
る
仏
身
観
の
深
化
。
更
に
仏
像
の
成
立
、
然
も
仏
塔
を
細
長
く
高
く
し
て
昔
か
ら
の
土
饅
重
型

の
定
型
を
も
変
容
し
て
ま
で
行
く
造
像
の
勢
い
、
こ
れ
ら
が
お
互
い
に
刺
戟
し
、
刺
戟
し
合
い
な
が
ら
思
想
を
深
化
さ
せ
て
行
く
、
そ
し

て
小
乗
か
ら
大
乗
へ
移
行
せ
し
め
て
行
っ
た
と
推
測
す
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
チ
ャ
リ
ヵ
ル
の
西
、
ト
ー
プ
ダ
ラ
ー
の
大
塔
が
そ
の
代
表
的
な
、
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
カ
ニ
シ
カ
王
の
作
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
塔
で
実
際
に
は
二
世
紀
後
半
か
ら
三
世
紀
の
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
タ
ク
テ
ィ
・
・
ハ
ィ
も
主
塔
は
こ
の
主
仏
を
中
心
に
し
た
無
数
の
仏
菩
薩
像
で
う
ま
っ
た
塔
だ
っ
た
ら
し
い
（
勺
閏
。
］
犀
◎
尋
目

目
９
両
ロ
少
尉
。
匡
蔚
ｏ
自
制
は
出
土
し
た
ミ
ニ
ァ
チ
ャ
ー
（
小
横
型
）
か
ら
こ
れ
を
復
元
し
て
い
る
）
、
又
タ
キ
シ
ラ
ジ
ャ
ウ
リ
ア
ン
の
無

数
の
奉
献
小
塔
も
こ
れ
を
証
し
て
い
る
。

こ
う
な
る
と
こ
の
無
数
の
仏
は
釈
迦
牟
尼
仏
で
は
な
く
コ
切
の
諸
仏
」
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
特
に
前
掲
の

盗
難
破
壊
を
禁
じ
た
サ
ン
チ
ー
の
銘
文
の
「
釈
尊
の
塔
の
供
養
が
阿
羅
漢
の
供
養
」
、
即
ち
釈
尊
イ
コ
ー
ル
阿
羅
漢
、
更
に
こ
れ
が
進
展

す
れ
ば
当
然
、
釈
尊
イ
コ
ー
ル
一
切
の
諸
仏
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
逆
に
一
即
多
は
同
時
に
多
即
一
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
無
数
の
仏

は
釈
迦
一
仏
の
顕
現
、
釈
尊
の
化
仏
と
い
う
思
想
に
も
徹
底
し
て
行
く
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
う
な
る
と
、
造
像
の
気
運
は
ま
す
ま
す
仏
身
観
を
深
め
さ
せ
、
「
釈
尊
即
一
切
諸
仏
、
一
切
諸
仏
即
釈
尊
」
の
図
式
を
深
め
て
行
き

更
に
三
世
紀
ナ
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
コ
ン
ダ
銘
文
で
「
三
世
十
方
一
切
」
へ
と
進
展
し
て
行
く
の
も
時
間
の
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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乗
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中
の
大
乗
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橘
）
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然
し
問
題
な
の
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
今
ま
で
引
用
し
た
塔
や
銘
文
は
あ
く
ま
で
小
乗
仏
教
の
寺
に
奉
献
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う

こ
と
。
思
想
は
大
乗
的
に
な
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
組
織
は
小
乗
。
こ
こ
に
思
想
と
組
織
機
織
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。

然
ら
ば
大
乗
仏
教
は
ど
う
し
て
、
ど
こ
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
発
展
し
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
今
迄
と
り
あ
げ
て
来
た
種
々
の
銘

文
や
塔
の
意
義
の
変
容
が
こ
れ
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
小
乗
の
寺
の
中
に
大
乗
が
既
に
潜
在
し
て
い
る
こ
と
は
大

乗
は
こ
の
よ
う
な
小
乗
の
寺
を
何
ら
か
の
拠
り
所
と
し
て
い
た
。
俗
な
言
葉
で
言
え
ば
「
庇
を
か
り
て
い
た
」
と
い
う
状
況
で
は
な
か
つ

そ
れ
は
僧
院
と
塔
の
構
成
の
あ
り
方
、
そ
の
寺
そ
の
寺
の
地
形
的
な
構
成
、
そ
れ
ら
を
比
較
し
統
計
的
に
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

う
い
う
立
場
か
ら
私
は
今
ま
で
数
多
く
の
遺
跡
を
歩
い
て
来
た
。
そ
れ
は
こ
の
銘
文
か
ら
読
み
と
れ
る
も
の
を
物
証
で
裏
付
け
る
と
い
う

む
づ
か
し
い
仕
事
だ
が
。

た
ろ
う
か
。

私
は
次
回
は
こ
の
方
面
か
ら
小
乗
と
大
乗
の
問
題
を
考
え
て
行
き
た
い
。
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